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地上デジタル放送

登場の経緯

テレビ放送のデジタル化は早くから検

討され、CSは1996年、BSは2000年か

らデジタル放送が開始されている。だが、

全国で1億台以上のテレビで見られてい

る地上波放送をデジタルに切り替えるに

は膨大なコストがかかる。

政府は2001年1月に「e-Japan戦略」を

発表し、テレビのデジタル化をIT戦略の

柱と位置付けた。そして「2003年末まで

に地上デジタル放送を開始」と期限付き

の目標を定めたことから、地上デジタル放

送は実現に向けて動き始めることになる。

12月1日より関東・近畿・中京の3地域

で放送を開始。放送エリアを徐々に拡大

し、2006年には全県庁所在地をカバーす

る予定だ。そして、2011年7月には現行の

アナログ放送が終了する。つまり、7年後

にはテレビ放送が完全にデジタル化され、

これまでのテレビのままでは放送を見る

ことができなくなってしまうわけであるÅ。

地上デジタル放送
まるわかりガイド

Text : 佐々木康之
photo : Doku Mizutani

12月1日、テレビ放送が大革新！

1953年にNHKがテレビ放送を開始して以来の大変革と言われる地上デジタル

放送が、いよいよ12月1日から関東・近畿・中京の三大都市圏でスタートする。デ

ジタル化によってテレビはどのように変わっていくのだろうか。

Å テレビ放送のデジタル化の流れ

しばらくは現在のアナログ放送と新たなデジタル放送が併存するが、2011年7月には地
上デジタルに一本化される。また、BS放送もデジタルだけになる。

2011年に完全デジタル化へ

地上デジタル放送を理解しよう
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デジタル放送の魅力は

品質の向上とサービスの多様化

デジタル化するメリットとして、「品質の

向上」がある。ハイビジョン放送ıが可能

になるだけでなく、アナログ放送で見られ

たゴースト（ビル反射波による画像の二重

化）がなくなる。また、音声もクリアにな

り、CD並みの音質を実現できるとともに、

5.1chのサラウンド音声も放送できる。

もう1つのメリットが「サービスの多様

化」だ。1つの局が同じ時間帯で最大3つ

の番組を同時に放送できるマルチ放送Ç

や、ニュースや天気予報などを提供するデ

ータ放送がその最たるものだ。また、電

子番組ガイド（EPG）や字幕放送、双方向

機能も提供される。

なお、地上デジタル放送の開始当初は、

アナログ放送と基本的に同じ番組編成で、

一部のみ独自編成になる。たとえば、NHK

のデジタル総合テレビなら、2004年の大

河ドラマ『新選組！』（日曜20時）がアナロ

グに先行して同日13時に放送される。

地上デジタル放送を見るには

専用テレビまたはチューナーが必要

地上デジタル対応のテレビに買い換え

るのが簡単な方法だÎ。だが、従来のテ

レビでも地上デジタルチューナーを接続

すれば視聴できる。ただし、ハイビジョン

の画質で見るには「D3/D4端子」を備えた

テレビが必須だ。

また、地上デジタルはUHFのチャンネ

ル（13～52ch）を使うため、UHFアンテナ

がなければ受信できない。一部地域では

地上デジタルの開始に合わせて送信所の

移動や統合が行われるため、アンテナの

調整が必要になる。

一部のケーブルテレビ事業者は地上デ

ジタルの配信も行うが、地上デジタルなら

ではのサービスを実現するため、専用のホ

ームターミナルに交換しなければならない。

さらに携帯情報端末向けの放送も計画

され、各社がテレビを見られる携帯電話

´の開発を行っている。

Î 地上デジタル放送対応テレビ

これから買うなら、地上デジタルのチューナーを内蔵したテレビがおすすめ。
BSデジタルの受信に対応するものも多い（写真はソニーの「WEGA」）。

三洋電機（左）とNEC（右）が開
発した地上デジタル受信機能
を持つ携帯電話。だが、携帯
電話向けの送信方式が決まっ
ていないため、商品化は早くて
も2005年以降になりそうだ。

´ 地上デジタル放送対応の携帯電話（試作機）

ı デジタル放送による画質の向上

現在の標準放送は525本の走査線（映像を映す
光の線）で画面が構成されるが、ハイビジョン放送
では1125本の走査線を持つ。また、4：3から
16：9のワイド画面になる。

Ç マルチ放送の概要

デジタルハイビジョン放送なら1つのチャンネルのところを、標準放送ならハイビジ
ョン放送1チャンネル分で最大3つの番組を同時に放送でき、番組編成の自由度
が増す。野球中継の延長でドラマの時間が繰り下がることもなくなるだろう。

ハイビジョンテレビ 

標準テレビ 

a：b＝16：9 
走査線1125本 

a：b＝4：3 
走査線525本 

a

a

b

b

定時編成のマルチ放送

放送 A放送局
時間 ○○ch △△ch □□ch

19時 プロ野球中継（デジタルハイビジョン放送）

20時
ニュース ドラマ プロ野球中継

（標準放送） （標準放送） （標準放送）

21時 映画（デジタルハイビジョン放送）

臨時のマルチ放送

放送 A放送局
時間 ○○ch

20時 プロ野球中継（デジタルハイビジョン放送）

映画（高画質放送）
プロ野球中継の延長

21時 （標準放送）

映画（デジタルハイビジョン放送）

※臨時のマルチ放送の場合、プロ野球中継を継続して見たい人はそのま
ま時間を延長して見ることができる。また、一方で21時からは予定どおり
に映画が放送されるが、画質はハイビジョンよりも若干劣る。

視聴者が切り替える

自動的にハイビジョン放送に切り替わる
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すでにBSデジタルでもデータ放送が

行われているが、地上デジタルでも同様

のデータ放送が行われる予定だ。天気予

報やニュースに加え、放送中の番組に関

連した追加情報などが提供される。たとえ

ば、料理番組ではレシピが、ドラマではあ

らすじなどが見られる。

しかし、BSデジタルは衛星を使って日

本中に同一のコンテンツを配信するのに

対し、地上デジタルでは現行の地上波放

送と同様に全国にある放送中継局から配

信されるため、地域ごとに独自のコンテン

ツを配信できる。地域に密着した文化情

報や行楽情報なども入手できるようになる

だろう。

また、通常の番組を見ているときに、特

定の情報だけを画面の隅にポップアップ

で表示させる機能も追加された。たとえ

ば、NHKではあらかじめ設定した地区で

雨が降り始めたことを画面に通知するサ

ービスを検討しているという。

さらに現在も新たなサービスの開発が

進んでいる。その1つが「サーバー型放送」

だ。放送局からは、番組とともにインデッ

テレビやチューナーのリモコンの「d」
ボタンを押すと、データがL字型に表
示される。データは電波に乗ってやっ
てくるので通信費はかからない。

クス情報がデジタル放送の電波で送信さ

れる。その中から視聴者は自分の好みに

合った番組だけをデジタルテレビチューナ

ー内蔵のサーバー型受信機に蓄積でき、

蓄積した番組はハイライトシーンだけを抜

き出して見ることができるようになる。た

とえば、野球中継で指定したバッターの打

席だけを見ることも可能なのだ。

デジタル放送の受信機には、放送電波

を使ってプログラムをアップデートする機

能が備わっている。将来的に新たなサー

ビスが登場しても機器を買い換える必要

はない。

インターネットとの融合はどうなる？

地上デジタル放送TOPICS
“BSデジタル”をよりグレードアップ！
地上デジタル放送の新たな試み

電話線やイーサネットをつなぐと、リモコンで
クイズ番組に参加したり、テレビショッピング
をしたりといった双方向機能も利用できる。

電子番組ガイド（EPG）も提供される予定だ（画面はイメ
ージ例）。

NHKが研究中の携帯電話
のイメージ。テレビのサッ
カー中継を見ながら、イン
ターネットに接続し、ほか
の視聴者とチャットを行う
ようなことが実現するかも
しれない。

TOPIC 1

地上デジタルの受信機はイーサネットとアナロ

グモデムを搭載し、双方向機能を実現するため

に使われる。すでにBSデジタルではクイズ番

組に視聴者も参加できたり、番組中で紹介され

た商品をテレビのリモコンから注文できたりす

る（アナログモデムを使用）。地上デジタルでも

同様のサービスが提供されるだろう。

だが、インターネットとテレビが結びついた本格

的なサービスは今後の課題となりそうだ。サー

ビスパターンとしてまず考えられているのは、デ

ータ放送を補完するためにインターネットを活用

することだ。データ放送の帯域は500kbps程度

で情報量に制限があるが、インターネットを使う

とより詳細な情報を提供できる。ただし、アク

セスできるのは放送局が用意したコンテンツに

限られる。

将来的にはビデオオンデマンドが実用化される

かもしれない。見逃した番組や放送中の番組

に関連した映像をインターネット経由で受信す

る。ハイビジョン放送は約22Mbpsだが、通常

放送は約6Mbpsだから現在のADSLでも配信

は不可能ではない。

インターネット連携コンテンツに期待！
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ニュースなどの生放送でも字幕放送が行われている。リ
モコンのボタンで簡単にオンオフができる。

不正コピーへの対抗策を検討
“コピーワンス”による著作権保護

録画したテレビ番組の販売や、ファイ

ル化したものをインターネットで配布する

という事件が起きている。デジタル放送

をそのまま保存すれば、オリジナルとまっ

たく同じクオリティーのものができる。こ

れが無制限にコピーできるとなれば、魅力

的なコンテンツがデジタル放送という媒

体を敬遠するようになる可能性がある。

そこで、BS／地上デジタルでは原則的

にすべての放送が“コピーワンス”（複製

は1回のみ可能）となり、孫世代のコピー

を作ることができなくなる。たとえば、放

送をハードディスクレコーダーに録画した

場合、そこからBlu-rayディスクにコピーす

ることはできない。ただし、ハードディスク

からBlu-rayディスクへ“移動”することは

可能になっている。

また、2004年4月からはBS／地上

デジタルのデータが暗号化され、

「B-CASカード」を差し込んだ受

信機でしか視聴できなくなる。地

上デジタルの受信機にはB-CASカードが

添付され、埋め込まれたICチップの中に

スクランブル解除のカギが保存される。

つまり、コピー防止機能を持つ環境でしか

放送を見られなくなるわけだ。

なお、Sビデオやコンポジット端子から

出力したアナログ信号をVHSビデオなど

に録画することはできる。もちろんそのと

きは画質が低下することを覚悟しなければ

ならない。

地上デジタルの受信機は字幕放送に

標準で対応している。ドラマのセリフやニ

ュースのナレーションなどを文字として画

面に表示できるため、聴覚に障害がある

人だけでなく、公共の場所など音を出せ

ないところでも視覚的に放送を楽しめる

ようになる。

また、すべての人が放送を楽しめるよう

に、音声を聞きやすい速度に変換する機

能や、画面の形を指でなぞれる点字受信

機などの開発も進められている。

今年10月に「デジタルラジオ放送」の

試験放送が首都圏と関西で始まった。テ

レビのデジタル化で空く予定のVHF 7ch

を使用し、音声を144kbpsのAACフォー

マットによりCD並みの音質で放送を行う

ものだ。また、データ放送も可能で、交通

情報（VICS）やニュース、放送中の楽曲紹

介などを提供する。デジタル放送は移動

中でも音質が落ちないことから、カーラジ

オや携帯電話への採用が考えられている。

だが、デジタルラジオの受信機が発売

されるのは2004年以降になる見込み。さ

字幕放送や点字受信機などを採用
高齢者や障害者にもやさしい放送へ

VHFチャンネルを有効に使う
デジタルラジオ放送にも注目

放送局などがテスト用に利用している受信機。小
型モニターがあり、データ放送を見ることもできる。

らにVHF帯を使うことから、全国放送が

始まるのはテレビのデジタル化が完了す

る2011年以降になる。

TOPIC 2

地上・BS・110度CSデジタルハイビジョンチューナーの
「TU-MHD500」（パナソニック）。インターネットの常時接
続を利用したテレビ向け情報サービス「Tナビ」にも対応
する。もちろんB-CASカード同梱。

B-CASカードはBS／地上デジタルのスク
ランブル解除のほか、有料放送やテレビシ
ョッピング、双方向機能などのユーザー管
理にも使われる。これをテレビやチューナー
のスロットに常に差し込んでおく。

TOPIC 3

TOPIC 4
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